
日本応用地質学会 会員アンケート 一般社団法人日本応用地質学会 将来構想委員会準備会

事務局利用欄

Q1 かつて学生会員でしたか？（1つ選択） 選択 はい 選択 いいえ 選択 現在学生会員である

Q2 会員種別（複数選択可） 選択 正会員 選択 学生会員 選択 名誉会員 選択 国際会員 選択 国際準会員

Q3 所属支部（1つ選択） 選択 本部 選択 北海道 選択 東北 選択 北陸 選択 中部 選択 関西 選択 中国・四国 選択 九州

Q4 現在の学会活動（複数選択可） 選択 一般会員 選択 代議員 選択 理事 選択 委員会委員 選択 研究部会委員 選択 小委員会委員 選択 特別委員会委員 選択 支部役員 選択 支部委員

Q5 年代（回答任意） 選択 20歳未満 選択 20歳台 選択 30歳台 選択 40歳台 選択 50歳台 選択 60歳台 選択 70歳台 選択 80歳台 選択 90歳台

Q6 会員期間（１つ選択） 選択 1年未満 選択 1年以上～3年未満 選択 3年以上～5年未満 選択 5年以上～10年未満 選択 10年以上～15年未満 選択 15年以上～20年未満 選択 20年以上～30年未満 選択 30年以上～50年未満 選択 50年以上

Q7 性別（回答任意） 選択 男性 選択 女性

Q8 ご自身の専門分野（1つ選択） 選択 a)土木地質 選択 b)応用地形 選択 c)災害地質 選択 d)地下水 選択 e）環境地質 選択 f)資源地質 選択
g)基礎地学・一般
地質学

選択
g)その他
（自由記載）

選択 大学教職員 選択 小中高高専教員 選択 官庁・独法 選択 地方公共団体 選択 協会（法人） 選択 電力・エネルギー 選択 鉄道・道路関係 選択 学生・院生・研究生 選択 無職

選択 建設コンサルタント 選択 地質調査業 選択 測量 選択 建設業 選択 資源 選択 地下水 選択 環境 選択 その他

選択 岩の力学連合会 選択 温泉科学会 選択 原子力学会 選択 砂防学会 選択 資源素材学会 選択 地盤工学会 選択 石油技術協会 選択 ダム工学会 選択 地熱学会

選択 東京地学協会 選択 土木学会 選択 トンネル技術協会 選択 日本火山学会 選択 日本活断層学会 選択 日本材料学会 選択 日本地震学会 選択 日本地震工学会 選択 日本地すべり学会

選択 日本情報地質学会 選択 日本堆積学会 選択 日本第四紀学会 選択 日本地下水学会 選択 日本地形学連合 選択 日本地質学会 選択 日本地理学会 選択 物理探査学会 選択 その他

選択 あてはまるものはない

Q11

本部主催のシンポジウム（6月開催）に
参加する頻度は？ (1つ選択、「5年以
上参加したことがない」「一度も参加し
たことがない」を選択した会員は次の
設問で理由をお書きください）

選択 a) 毎年参加する 選択
b) 2年～3年に1回
程度参加する

選択
c) 5年に1回程度
参加する

選択
d) 5年以上参加し
たことがない

選択
e) 一度も参加した
ことがない

Q12
本部主催のシンポジウム（6月開催）に
参加しない理由を教えてください（250
文字以内）

Q13

本部主催の研究発表会（10月開催）に
参加する頻度は？(1つ選択、「５年以
上参加したことがない」「一度も参加し
たことがない」を選択した会員は次の
設問で理由をお書きください）

選択 a) 毎年参加する 選択
b) 2年～3年に1回
程度参加する

選択
c) 5年に1回程度
参加する

選択
d) 5年以上参加し
たことがない

選択
e) 一度も参加した
ことがない

Q14
本部主催の研究発表会（10月開催）に
参加しない理由を教えてください（250
文字以内）

Q15

本部主催の講習会・見学会等に参加
する頻度は？ (1つ選択、「5年以上参
加したことがない」「一度も参加したこと
がない」を選択した会員は次の設問で
理由をお書きください）

選択 a) 毎年参加する 選択
b) 2年～3年に1回
程度参加する

選択
c) 5年に1回程度
参加する

選択
d) 5年以上参加し
たことがない

選択
e) 一度も参加した
ことがない

Q16
本部主催の講習会・見学会等に参加し
ない理由を教えてください

Q17

支部主催の総会・シンポジウムに参加
する頻度は？ (1つ選択、「5年以上参
加したことがない」「一度も参加したこと
がない」を選択した会員は次の設問で
理由をお書きください）

選択 a) 毎年参加する 選択
b) 2年～3年に1回
程度参加する

選択
c) 5年に1回程度
参加する

選択
d) 5年以上参加し
たことがない

選択
e) 一度も参加した
ことがない

Q18
支部主催の総会・シンポジウムに参加
しない理由を教えてください（250文字
以内）

Q19

支部主催の講習会・見学会等に参加
する頻度は？ （1つ選択、「5年以上参
加したことがない」「一度も参加したこと
がない」を選択した会員は次の設問で
理由をお書きください）

選択 a) 毎年参加する 選択
b) 2年～3年に1回
程度参加する

選択
c) 5年に1回程度
参加する

選択
d) 5年以上参加し
たことがない

選択
e) 一度も参加した
ことがない

Q20
支部主催の講習会・見学会等に参加し
ない理由を教えてください（250文字以
内）

Q21
学会誌「応用地質」についてお聞きしま
す。 (「ほとんど読まない」を選択した会
員は次の設問で理由をお書きください）

選択 a) 全体に目を通す 選択
b) 興味のある論
文、記事等を読む

選択
c) 興味のある論
文のみ目を通す

選択
d) 興味のある記
事のみ目を通す

選択
e) ほとんど読まな
い

Q22
ほとんど読まない方は理由を教えてく
ださい

Q23

学会誌「応用地質」への投稿について
お聞きします。(1つ選択、「投稿したい
とは思わない」「投稿したいができな
い」を選択した会員は次の設問で理由
をお書きください）

選択
a) 査読付き記事を
投稿したことがあ
る

選択
b) 査読のない記
事を投稿したこと
がある

選択
c) 投稿したことは
ないが機会があれ
ば投稿したい

選択
d) 投稿したいとは
思わない

選択
e) 投稿したいがで
きない

Q24
投稿したいと思わない、投稿できない
理由を教えてください(250文字以内)

Q25

学会の委員会活動（研究部会、小委員
会を含む）についてお聞きします (1つ
選択、「参加したいと思わない」「参加し
たいができない」を選択した会員は次
の設問で理由をお書きください）

選択
a) 委員会活動に4
年以上参加してい
る

選択
b) 委員会活動に2
年程度参加したこ
とがある

選択
c) 参加したことは
ないが機会があれ
ば参加したい

選択
d) 参加したいと思
わない

選択
e) 参加したいがで
きない

Q26
参加したいと思わない、参加したいが
できない理由を教えてください（250文
字以内）

Q27

ホームページについてお聞きします。
(1つ選択、「ほとんど閲覧していない」
を選択した会員は次の設問で理由をお
書きください）

選択
a)月１回程度の頻
度で定期的に内容
をチェックしている

選択
b)月１回程度の頻
度で定期的に内容
をチェックしている

選択
c)ほとんど閲覧し
ていない

選択
d)あることを知らな
い

Q28
ほとんど閲覧しない理由を教えてくださ
い（250文字以内）

Q29

ニューズリストについてお聞きします (1
つ選択、「ほとんど内容を確認していな
い」「受信設定をしていない」を選択した
会員は次の設問で理由をお書きくださ
い）

選択
a)配信内容は毎回
確認している

選択 b)たまに確認する 選択
c)ほとんど内容を
確認していない

選択
d)受信設定をして
いない

選択
e)受信設定の方法
を知らない

Q30
「ほとんど内容を確認していない」「受
信設定をしていない」理由を教えてくだ
さい（250文字以内）

Q31
なぜ今の仕事分野に就きましたか？
（1つ選択)

選択
a)現在の仕事分野
が好きだから

選択
b)専門性を生かし
たいから

選択
c）就職先がこの分
野の会社しかな
かった

選択 d）なんとなく 選択
e)気が付いたら現
在の仕事分野に
なっていた

選択
f)その他
（自由記載）

Q32
当学会への入会の動機は何ですか？
（最重要な動機を1つ選択）

選択 a)技能向上のため 選択 b)成果発表のため 選択 c)情報収集のため 選択 ｄ)人脈形成のため 選択
e)ホームページ等
を見て興味を持っ
たから

選択
f)友人・同僚に勧
められたから

選択
g)上司・先生に勧
められたから

選択 h)その他

Q33
退会するとした場合、想定される理由
は何でしょうか？
（1つ選択)

選択 a)経済的理由 選択
b)より興味のある
他学会が見つかっ
た

選択
c）専門分野・業務
領域が変わった

選択
d)応用地質学会の
活動に興味がなく
なった

選択
e)色々な意味でメ
リットを感じなく
なった

選択 f)その他

Q34
自分の専門分野について、今後どのよ
うにしていきたいとお考えですか？
（1つ選択)

選択
a)専門性を高めた
い

選択
b)対象を複数の専
門分野に広げたい

選択 c)今のままが良い 選択
d)技術から離れた
い

選択 e)技術職ではない 選択 f)その他

Q35

応用地質学の技術者・研究者を取り巻
く環境に関して、最も大きな問題は何
でしょう？
(3つまで選択)

選択 a)技術の認知度 選択 b)技術者教育 選択 c)業務量 選択
d)賃金・雇用のあ
りかた

選択
e)発注者-受注者
の関係

選択 f)その他

Q36
自分の専門分野について、技術の継
承・発展はできていると感じますか？
（1つ選択)

選択 a)よくできている 選択
b)まあまあできて
いる

選択 c)少し問題がある 選択
d)大いに問題があ
る

選択 e)後継者がいない 選択 f)その他

Q37
技術の継承・発展のために何が重要な
役割を果たしていると感じますか？
(3つまで選択)

選択 a）学会の活動 選択
b)組織内の教育・
研修

選択
c）組織外の講習
会・見学会

選択 d)資格試験 選択
e)大学・大学院教
育

選択 f)その他

Q38
応用地質学が現在直面している最重
要な対象領域は何でしょうか（1つ選
択）

選択 a)建設・開発 選択 ｂ）環境 選択 c)防災 選択
d)国際事業・国際
協力

選択 e)維持管理 選択 f)資源・エネルギー 選択 g)廃棄物処分関連 選択 h)その他

f)
d),e)の方に聞きします。理由はなんですか？
（自由記載）

Q9
所属機関の属性（勤務先の主業務：一
つ選択）

会員の皆様と日本応用地質学会のつながりについて教えてください

応用地質技術者・研究者（応用地質学会会員）の皆様が、応用地質学（学会とこの学問を取り巻く環境）をどのように感じているかについて、率直なご意見をいただきたいと思います

1. 会員情報

Q10
加入学会［国内・あいうえお順］
（複数選択可）

3.貴方ご自
身の応用地
質学分野に
関するお考
えについて

応用地質学を取り巻く世界は大きく変わってきており、学会が果たすべき役割や会員の皆様の要望も急速に変化しつつあります。日本応用地質学会は昨年で創立60年を迎ましたが、還暦を機に会員各位の実情、感じていること
や学会に対するご意見ご要望を聞きとり、皆様にとって意義ある活動をしていこうと思います。つきましては、より良い学会運営のために忌憚のないご意見をお聞かせください。なお、いただきました情報は当会のプライバシーポリ
シーに則り適正に扱うとともに、日本応用地質学会の将来像を探る目的にのみ使用致します。お忙しい所恐縮ですが、どうかよろしくお願い申し上げます。

会員種別・所属などの属性を教えてください。

2.現在の学
会活動につ
いて



Q39 応用地質学の将来について（1つ選択） 選択
a)大いに発展が期
待でき将来は明る
い

選択
b)少し発展が期待
できるかも

選択
c)将来も現在と変
わらない

選択
d)この分野の将来
はあまり良くない

選択
e)この分野は将来
なくなる

選択 f)その他

Q40
今後修得したい・さらに向上させたい専
門分野・技術領域があれば記入してく
ださい（250文字以内）

Q41
日本応用地質学会が魅力ある学会と
なるために，優先的に取り組むべき事
項は何でしょうか？（3つまで選択）

選択 a)基準類の作成 選択
ｂ)専門図書の出
版

選択
c)一般市民向けの
書籍等の出版

選択
d)ホームページの
充実

選択
e)一般市民を対象
とした講習会、講
演会

選択 f)受託研究の実施 選択 ｈ)その他

Q42

会員になっていただく、あるいは会員を
継続するためのメリットとして、学会が
優先的に取り組むべき事項は何でしょ
う？（3つまで選択）

選択 a)学会誌の充実 選択
b)年次講演会（研
究発表会）の充実

選択
c)講習会やシンポ
ジウム、現場見学
会の充実

選択
d)講習会や書籍代
等の値引き

選択
e)研究や教育普及
関連の委員会活
動の活発化

選択 f)その他

Q43

若手技術者を対象とした講習会，シン
ポジウム，現場見学会について、どの
ような企画やサービスが望ましいでしょ
うか？（3つまで選択）

選択
a)ボーリングコア
観察柱状図作成
基礎

選択
b)地質踏査、露頭
観察

選択
c)踏査ー柱状図ー
断面図作成など地
質解析

選択 d)室内試験と解析 選択
e)孔内試験や原位
置試験

選択
f)施設や現場の
見学

選択
g)その他
（自由記載）

Q44

中・上級技術者を対象とした講習会、
シンポジウム、現場見学会について、
どのような企画やサービスが望ましい
でしょうか？（3つまで選択）

選択 a)土木地質 選択 b)応用地形 選択 c)災害地質 選択 d)地下水 選択 e）環境地質 選択 f)資源地質 選択 g)その他

Q45

学会員の大多数を占めるシニア層に
学会活動を楽しんでいただく、あるいは
活躍していただくに際し、学会として優
先的に取り組むべき事項は何でしょう
か？（3つまで選択）

選択 a)土木地質 選択 b)応用地形 選択 c)災害地質 選択 d)地下水 選択 e）環境地質 選択 f)資源地質 選択 g)その他

Q46

応用地質学分野のダイバーシティ推進
（＝会員の多様化の推進）のために学
会が優先的に取り組むべき事項は何
でしょうか？ （3つまで選択)

選択

a)部会、委員会等
への女性や若手
等の積極的な登
用

選択

b)女性や若手、外
国籍などのマイノ
リティの会員同士
がネットーワーキ
ングできるイベント

選択

c)研究発表会にお
ける託児所設置や
英語対応など、女
性や外国籍の会
員が参加しやすい

選択

d)ワークライフバラ
ンス、育児・介護に
係る会員企業の取
り組みなどの情報
提供

選択 e)その他

Q47
学会誌の充実に関し、どのようなテー
マや企画が望まれますか（自由記載）

Q48
学会の将来について、課題や学会が
取り組むべき内容についてお聞きしま
す

ご協力、ありがとうございました。

【Q41～Q48 ： 学会は、若手入会者の減少と会員層の高齢化に直面しています。今後、若手・中堅の技術者・研究者にとって魅力のある学会、シニアにとって実り豊かな活動の場となる学会、多様な人々の活躍・交流を支援で
きる学会として発展を続けるために、どのような活動が求められるか、学会に対するご意見・ご要望をお聞かせください。】   日本応用地質学会が魅力ある学会となるために、優先的に取り組むべき事項は何でしょうか？（3つまで
選択）

4.上記を踏ま
えた学会へ
の要望につ

いて
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